大立石

花葉の池のほとりにある花崗岩でできた大立石は高さ7メートル。同じ庭園内は唯心山という人工の丘がありますが、それよりも高さがあります。大立石は今の場所に運ばれる際にくさびで90個の破片に切り分けられており、その切れ目が今でも見えています。正面に走るきれいな分割線からは、当時の石工の技術の高さがうかがえます。一方で背面の切れ目は隙間が大きく目立っており、分割が困難だったことを物語っています。 

